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キャンプでの親
し ん

切
せ つ

キャットは，人
ひと

とちがうのが 
どんな感

かん

じかを 
よく知

し

っていました。

こをしました。キャットはグループの中
なか

で足
あし

が速
はや

い子
こ

の一
ひと

人
り

で
した。

その日
ひ

の終
お

わりにブライアンが，もう一
ひと

つのグループとふくろ
とび競

きょう

争
そう

をすることを発
はっ

表
ぴょう

しました。キャットはパープルタイ
ガースが勝

か

つことを願
ねが

っていました！
自
じ

分
ぶん

の番
ばん

になると，キャットはひざのあたりまでふくろを引
ひ

き
上
あ

げ，ジャンプし始
はじ

めました。でも，ふくろを片
かた

手
て

で持
も

ち上
あ

げて
いるのはむずかしく，重

おも

いぬのにつまずいてしまいました。
キャットは転

ころ

んで，草
くさ

の上
うえ

でひっくり返
かえ

りました。立
た

ち上
あ

がった
ときには，もう一

ひと

つのチームがゴールしていました。キャットの
チームは負

ま

けてしまいました。
そのばん，夕

ゆう

食
しょく

のときに，キャットはお母
かあ

さんとお父
とう

さんにふ
くろとび競

きょう

争
そう

での最
さい

悪
あく

の出
で

来
き

事
ごと

について話
はな

しました。「もうキャ

ジョーダン・モンソン・ライト
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました ）

このお話
はなし

はアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

での出
で

来
き

事
ごと

です。

お母
かあ

さんが砂
じゃ

利
り

道
みち

を運
うん

転
てん

する間
あいだ

，キャットは不
ふ

安
あん

な気
き

持
も

ちで
義
ぎ

手
しゅ

をさすりました。「ママ，わたしこわいわ。」
お母

かあ

さんはキャットに向
む

かってやさしくほほえみかけました。
「分

わ

かるわ。でも，あなたはきっとサマーキャンプを気
き

に入
い

ると
思
おも

うわ。これから出
で

会
あ

う新
あたら

しい子
こ

たちのことを考
かんが

えてみて。」
キャットは何

なに

も言
い

いませんでしたが，心
こころ

の中
なか

ではこう思
おも

いまし
た。それがこわいんだけどな。

間
ま

もなく，二
ふた

人
り

はデイキャンプに到
とう

着
ちゃく

しました。お母
かあ

さんは
キャットと一

いっ

緒
しょ

に，キャンプカウンセラーのブライアンのところ
に行

い

きました。「キャットは赤
あか

ちゃんのときにうでを切
せつ

断
だん

したん
です」と，お母

かあ

さんはブライアンに言
い

いました。「遊
あそ

んだりする
のにえいきょうはありませんが，新

あたら

しい人
ひと

との出
で

会
あ

いが少
すこ

し大
たい

変
へん

なときがあります。」
「心

しん

配
ぱい

しないで，キャット」と，ブライアンが言
い

いました。「ぼ
くたちはみんな，君

きみ

が来
き

てくれてうれしいよ。」
キャットは自

じ

分
ぶん

のグループの子
こ

供
ども

たちと会
あ

い，楽
たの

しくすごしま
した。かれらは自

じ

分
ぶん

たちをパープルタイガースと名
な

付
づ

けました。
みんなでハイキングに行

い

き，チーズとクラッカーを食
た

べ，かけっ

ンプには行
い

きたくないわ」と，キャットは言
い

いました。「チーム
が負

ま

けたのはわたしのせいよ。みんなわたしにはもう来
き

てほし
くないと思

おも

ってるわ。」
「残

ざん

念
ねん

だったわね。」お母
かあ

さんはキャットをだきしめました。
「あなたの新

あたら

しい友
とも

達
だち

は，きっとそれでもあなたのことを愛
あい

して
くれていると思

おも

うわ。そして，どんなことがあってもいつもあな
たを愛

あい

している人
ひと

を知
し

っている？」
「ママとパパ。」キャットは少

すこ

しにっこりしました。
「そう。わたしたちはあなたを愛

あい

しているわ！ そして天
てん

のお父
とう

様
さま

もあなたを愛
あい

しておられるわ。あなたは天
てん

のお父
とう

様
さま

の子
こ

供
ども

で
もあるって，覚

おぼ

えてる？」
「ふくろとび競

きょう

争
そう

の前
まえ

は楽
たの

しかったみたいだね 」と，お父
とう

さん
が言

い

いました。「もう一
いち

度
ど

キャンプに行
い

ってみてはどうだい？」
キャットはうなずきました。「分

わ

かったわ。」
お父

とう

さんはほほえみました。「人
ひと

が親
しん

切
せつ

にしてくれたら気
き

づけ
るようにがんばってみよう。そして，人

ひと

に親
しん

切
せつ

にする方
ほう

法
ほう

もさが
してみてごらん。わたしがつらいときはいつも，そうすると助

たす

け
になるんだ。」

次
つぎ

の日
ひ

のキャンプで，グループの子
こ

供
ども

たちはキャットをハイ
タッチとハグでむかえてくれました。ふくろとび競

きょう

争
そう

の話
はなし

をする
子
こ

はだれもおらず，キャットは自
じ

分
ぶん

がどれほど心
しん

配
ぱい

していたかを
わすれてしまいました。活

かつ

動
どう

が始
はじ

まるのを待
ま

っている間
あいだ

，新
あたら

しい
友
とも

達
だち

と冗
じょう

談
だん

を言
い

い合
あ

いました。
そのとき，カウンセラーのブライアンがグループの方

ほう

へ歩
ある

い

て来
き

ました。ブライアンのとなりにはキャットと同
おな

じくらいの年
とし

の男
おとこ

の子
こ

がいます。「はい注
ちゅう

目
もく

，パープルタイガースのみんな」
と，ブライアンは言

い

いました。「今
き ょ う

日は新
あたら

しい友
とも

達
だち

が来
き

ました。
名
な

前
まえ

はロドリゴです。ロドリゴはスペイン語
ご

しか話
はな

せないので，
スペイン語

ご

が話
はな

せるカウンセラーをさがしているところだよ。」
キャットは学

がっ

校
こう

でスペイン語
ご

を学
まな

んでいますが，少
すこ

ししか知
し

り
ません。ロドリゴに話

はな

しかけるなんて，まだまだこわいです。
キャットはロドリゴを見

み

ました。ロドリゴもおびえているよう
に見

み

えます。ほかの子
こ

たちと同
おな

じ言
こと

葉
ば

を話
はな

せないのはつらいに
ちがいないわ，とキャットは思

おも

いました。人
ひと

とちがうのがどん
な感

かん

じかを，キャットはよく知
し

っていました。
キャットは新

あたら

しい友
とも

達
だち

が自
じ

分
ぶん

をグループにかんげいしてくれ
たことを思

おも

い出
だ

しました。みんなイエス様
さま

がなさるように，愛
あい

さ
れていると感

かん

じさせてくれました。自
じ

分
ぶん

もロドリゴにそうしたい
と思

おも

いました。
キャットはスペイン語

ご

で「こんにちは」は何
なに

と言
い

うかを覚
おぼ

えて
いました。そこで，深

しん

呼
こ

吸
きゅう

をすると，ロドリゴのところに歩
ある

いて
行
い

きました。「オラ」と，キャットはほほえみながら言
い

いました。
ロドリゴの心

しん

配
ぱい

そうな表
ひょう

情
じょう

が消
き

えて，ほほえみ返
かえ

してくれまし
た。キャットは義

ぎ

手
しゅ

を差
さ

し出
だ

しました。
「アミーゴ？」と，キャットはたずねました。友

とも

達
だち

？
ロドリゴの笑

え

顔
がお

がもっと大
おお

きくなりました。ロドリゴはキャッ
トの手

て

を取
と

り，握
あく

手
しゅ

しました。「アミーゴ。」●
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